
文部科学省「次世代校務ＤＸサミット」
令和８(2026)年７月２４日(金)

栃木県における校務支援システム

県域共同調達に関する事例発表
栃木県教育委員会事務局
教育政策課 教育DX推進室
ICT教育推進チーム 辻 泰臣
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栃木県の実態
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栃木県の概要（Ｒ8.4月時点）

☆25市町・７地区
○478校（小・中・義務）
○教職員数 約１万人
○児童生徒数 約13万人
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統合型校務支援システム
・５種類混在
（４地区内では統一）

・未導入自治体もあり



栃木県の実態（Ｒ8.4月時点）
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ここまで
進めた県
の話です

R8.4文科省「次世代校務DX環境の整備ステータス」より



共同調達に向けての道のり
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共同調達に関わる各所からの要望

○市町首長 ○県議会議員
異動負担軽減のための校務支援システム統一

○市町教育委員会連合会
統一システムによる学校事務のオンライン化

○小・中学校長会
システム統一による学校事務の効率化

○教職員団体
統一システム導入に向けた県と市町の連携
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動き出そうとしたものの・・・
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市町の実態は？

他県の状況は？

お手本が欲しい･･･

悩みを相談したい･･･



初めにやったこと

①市町実態調査
導入校務支援システム・更新時期・利用機能
共同調達参加可能性 等

②文部科学省資料で流れのイメージ把握

③他県の状況確認（担当間チャット構築等）
進捗報告・資料共有・事業者からの情報 etc.

④共同調達の基本方針作成＆市町周知

※会議体は端末の共同調達会議を活用
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共同調達の基本方針

☆全市町参加（大前提）
・異動教職員の負担軽減
・帳票やデータの標準化
・コスト削減（国の補助金活用）
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・月１回ペースで部会を継続
・県と市町のチャットルーム立ち上げと活用
・市町からの質問や提案への随時対応
・市町教育長（首長）までの情報共有や説明

全市町参加実現のために･･･



令和７年度 本格的協議を開始
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令和７年度ワークショップの概要 県と全市町が参加

※同時進行で市町に市町内対応を依頼

校務分類一覧作成

As-Is（現状の姿）の確認、把握

To-Be（あるべき姿）を考える

CanｰBe（実現可能な姿）を考える

改善案検討

１

２ ☆ ビジョン設定（８月）

☆ ロードマップ作成（１月）
３



校務のデジタル化とセキュリティ対策を講じたクラウドの活用により、教職員の働き方を柔軟かつ効率的な

ものに改善することで、教育活動に専念できる環境を整備する。また、連携した教育データの利活用によっ

て個別最適な学びの充実を図るとともに、子どもたちが自ら学びをデザインできるような資質能力を育む。

【県域の校務ＤＸ化が実現された状態】

学校に関わる全ての人のWellｰBeing※

保護者連絡システム

汎用クラウドツール

情報伝達の迅速化・活性化

連絡等の利便性向上

クラウド活用

セキュリティ環境構築

連絡や手続きの効率化

教育ダッシュボード

充実した個別最適な学びの実現

教育データ利活用
（連携・可視化）

的確な学校支援教師の見取りの充実

学習者の自己理解の充実

１人１台端末

子どもの学校での様子を把握

県域共通次世代型校務支援システム
（パブリッククラウド）

ペーパーレス化・デジタル化による印刷・集計の業務負担軽減

生成AI

県の統一帳票による業務標準化

進学や転出入時の情報引継ぎ域内自治体間の異動負担軽減

デジタル活用による校務効率化

場所等にとらわれない柔軟な働き方の実現

教職員の働き方改革

重複した入力作業が不要

教職員の事務負担を軽く 子どもたちとの関わりを深く とちぎの未来を拓く× ＝

（子どもたちと向き合う本来の教職員としての時間を確保）

※WellｰBeing…身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわた
る持続的な幸福を含む概念。

共同調達会議における次世代校務ＤＸビジョン
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「校務支援システム県域共同調達」に係るロードマップ
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R8.2にピッチ
イベント実施

令和8年度：業者選定
令和9年度：構築
令和10年度：稼働



現状と今後の見通し
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現状と今後の流れ（予定）
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令和８年度ワークショップの概要 県と全市町が参加

※同時進行で市町に市町内対応を依頼

RFI結果を踏まえた調達範囲の決定

仕様書案作成（機能要件整理）

費用按分決定・各市町概算費用算出

入札公告（１～２月予定）に向けた準備

☆ 仕様書作成（10～12月）

１

２

☆ 共同調達参加意志決定（９～１０月）

☆システム事業者選定（県・全市町参加プロポ審査）



今後に向けて

県の施策に「教育ＤＸの推進」を位置付け
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○県プランの主な取組
・校務効率化に向けた
生成AI等、ICT活用推進

・教育データ利活用に向けた
基盤整備

○教育ビジョンの主な取組
県プランの内容に加え

・セキュリティ確保
・校務効率化に関する市町連携



校務ＤＸに関わる皆様、ともにがんばっていきましょう！
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┃ロードマップ作成までの３つのステップ
STEP1で現在の姿(As-Is)を可視化し、STEP2であるべき姿(To-Be)を定義することで、理想
と現実のGap(課題)が明確になります。
STEP3では、Gap(課題)が生じている理由を分析し、費用対効果や考慮項目（「機能」、「運用」、
「児童生徒の学習への効果」）による評価により“改善が難しい課題”と“改善可能な課題”に切り分け、
実現可能な姿(Can-Be)を描きます。

※関係者（教職員・児童
生徒・保護者・教育委
員会）それぞれの理想

課
題

課
題

改
善

参考資料１



┃作業イメージ① （校務分類一覧作成）
市町ごとに分類の対象となる校務一覧を整理します。

参考資料２

他県資料を参考に本県用にアレンジしたもの



┃作業イメージ② （As-Is業務の確認、把握）
市町ごとに「デジタル化に課題がある」及び「デジタル化した方がよい」校務について、デジタル化

による働き方改革の効果を以下の5つの観点から評価します。 （「校務分類一覧」N～R列部分）

R6.3文科省「次世代の校務デジタル化推進実証事業 成果報告書」より

参考資料３



┃作業イメージ③ （As-Is業務に関する協議）
「デジタル化に馴染む校務」と「馴染まない校務」を仕分け、改善効果から優先度を判定します。

R6.3文科省「次世代の校務デジタル化推進実証事業 成果報告書」より

参考資料４

これを踏まえてTo-Be
（理想像）を考えます



┃作業イメージ④ （To-Beを考える）

Step1

関係者別に学校現場に求める理想を書き出す

Step2

グルーピングしてタイトルをつける

Step3

理想を実現するためのツールを書き出す

教育
委員会

教職員 児童生徒 保護者

学校の関係者別に、「どんな状態だったら嬉しいか」
を可能な限り多く記載する

書き出した意見の中で、内容が似ているものや重複
しているものをグルーピングしてタイトル（実現した
いこと）をつける

「データ引き継ぎ」 「電子化（ペーパーレス）」

「場所にとらわれない業務」

グルーピングされたタイトルを実現するために必要
となるICT環境を想定する

○場所にとらわれない業務
・パブリッククラウド型校務支援システム
・多要素認証機能

○データ引き継ぎ
・県域共通校務支援システム
・ダッシュボード

○電子化（ペーパーレス）
・県域共通校務支援システム
・汎用クラウドツール（Teams等）

改善優先度の高い校務を参考にしながら、「関係者（教職員・児童生徒・保護者・教育委員会）」に

とって「学校現場がどんな状態だったら嬉しいか」に着目し、「目指す学校現場の姿」を検討します。

各関係者の「嬉しい」という感情にフォーカスして、
業務の理想を考えてみましょう

参考資料５



┃作業イメージ⑤ （ビジョン設定・参考事例）
To-Beをもとに「校務」・「学習指導」・「学校経営の観点」を踏まえた教育DX全体のものに整理します。

※今後すべての取組が、このビジョン達成に資するものであるかという判断基準になります。

R6.3文科省「令和５年度次世代の校務デジタル化推進実証事業 成果報告会資料」より

☆参考事例①山口県
・教育データを活用した学校運営や児童生徒一人ひとりに合った学びの支援に向けて、フルクラウド環境下で校務データと学習データを統合

・クラウドサービスの活用を校務に拡大し、校務の効率化と利便性の向上を図ることで、教職員の業務改善・働き方改革を一層推進

参考資料６



改善優先度の高い「デジタル化に馴染む校務」と「デジタル化に馴染まない校務」の改善案をビジョン

等を踏まえながら案を募ります。 ※改善案について、「県域標準化（共同調達を含む）」と「市町裁量」の希望も確認。

デ
ジ
タ
ル
化
に
馴
染
む
校
務

デ
ジ
タ
ル
化
に
馴
染
ま
な
い
校
務

現状課題の解決や業務効率化を目指すため、
「ビジョン」や「現行の有効な手立て」、「デジタ
ル化の方向性」を踏まえた上で改善案を作成
してください。
※提案が難しい項目は空欄でも可

【例】
・○○を校務支援システムの機能に盛り
込む
・デジタルテスト導入とMEXCBT活用
によるテスト作成のデジタル化と採点
自動化
・清掃の実施内容や頻度の見直し
・登下校指導の地域ボランティア活用、
通学路点検の汎用クラウドツール
（GoogleChat・MicrosoftTeams）
活用
・全校集会のオンライン実施
・掲示物の精選、更新頻度の縮小、お知
らせオンライン化

参考資料７
┃作業イメージ⑥ （改善案検討）



参考資料８
┃作業イメージ⑨ （CanｰBeを考える）
「デジタル化に馴染む校務」のうち「県域標準化希望」が多かったものについて、改善後の業務フロー

を想定します。また、予想削減時間から費用対効果を検証し、実施する改善策を選定します。

①県内全体の縮減可能時間÷教職員
数＝1人当たりの縮減可能時間
※作成時に各市町の実態を確認

②職員時給目安（2,344円）× 県内
全体の縮減可能時間÷教職員数
＝1人当たりの費用削減効果
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